
  

【
作
者
】
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
年
） 

盛
唐
の
詩
人
で
李
白
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
中
国
詩
史
の
上
で
の
偉
大
な
詩
人
で
あ
る
。
字

は
子
美
（
し
び
）
。 

少
陵
（
し
ょ
う
り
ょ
う
）
ま
た
は
杜
陵
と
号
す
。
洛
陽
に
近
い
鞏
県
（
き
ょ
う
け
ん
）
の
生
ま
れ
、

七
歳
よ
り
詩
を
作
る
。 

各
地
を
放
浪
し
生
活
は
窮
乏
を
極
め
、
安
禄
山
の
乱
に
賊
軍
に
捕
ら
わ
れ
る
。
律
詩
に
巧
み
で
名

作
が
多
い
。 

湖
南
省
潭
州
（
た
ん
し
ゅ
う
）
か
ら
岳
州
に
向
か
う
船
の
中
で
没
す
。
年
五
十
九
歳
。
李
白
の
詩
仙
に
対
し

て
、
杜
甫
は
詩
聖
と
呼
ば
れ
る
。 

【
語
釈
】
＊
岳
陽
樓…

湖
南
省
洞
庭
湖
東
北
岸
の
町
岳
州
に
あ
る
。
唐
の
開
元
四
年
（
七
一
六
）
に
建
て
ら
れ
た
。
文
人 
墨
客
の
詩

文
が
多
く
飾
ら
れ
て
い
る
。 

 

＊
昔 

聞…

昔
か
ら
聞
い
て
い
る
。「
昔
・
今
」
の
対
応
は
時
の
推
移
に
伴
う
事
態
の
変

転
を 

の
べ
る
語
法
。 

＊
呉 

楚…

春
秋
戦
国
時
代
の
呉
と
楚
。
呉
は
今
の
江
蘇
省
の
う
ち
揚
子
江
以
南
の
地
。
楚
は
今

の
湖
南
・
湖 

北
両
省
の
地
。 

 

＊
坼…

二
つ
に
ひ
き
さ
く
。 

 

＊
乾 

坤…

天
と
地 

蒼
々
と
ひ
ろ
が
る
天
と
広
々

と
横
た
わ
る
大
地
。 

 

＊
無
一
字…

一
通
の
手
紙
も
届
か
な
い
。 

 

＊
戎 

馬…

兵
馬
。
戦
争
。 

 
 

＊
關 

山…

関
所
の
あ
る
山 

国
境
に
あ
る
山 

＊
涕 

泗…

涙
。
「
涕
」
は
泣
く
と
き
目
か
ら
出
る
涙
。「
泗
」
は
涙
と
と
も
に
鼻
か
ら
出
る
汁
。 

【
通
釈
】
昔
か
ら
洞
庭
湖
の
壮
観
は
話
に
聞
い
て
い
た
が
、
今
初
め
て
岳
陽
楼
に
上
（
の
ぼ
）
っ
て
見
わ
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 
 
 

呉
・
楚
の
地
は
国
土
の
東
南
部
で
こ
の
湖
に
よ
っ
て
二
つ
に
ひ
き
さ
か
れ
、
は
て
し
な
く
広
が
る
水
の
面
に
は
天
地
が
日

夜
浮
動
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

さ
て
、
今
の
私
に
は
親
戚
朋
友
か
ら
は
一
通
の
便
り
も
な
く
、
老
病
の
わ
が
身
に
は
一
そ
う
の
小
舟
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。 

 
 
 
 

思
え
ば
、
今
な
お
戦
乱
が
関
所
の
あ
る
山
の
北
の
故
郷
で
は
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
思
い
つ
つ
手
す
り
に
寄
り
か
か
っ

て
い
る
と
涙
が
流
れ 

お
ち
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

【
備
考
】
七
六
八
年
州
（
き
し
ゅ
う
＝
現
在 

の
奉
節
県
）
を
去
り
最
後
の
放
浪
の
旅
に
出
た
杜
甫
は
、
三
峡
を
下
っ
て
江
陵
に
至
り

更
に
洞
庭
湖
の
岳
陽
に
た
ど
り
つ
き
船
を
と
め
て
こ
の
楼
に
遊
ん
だ
時
に
作
る
。 


